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【植物園等魅力向上対策事業】＜R６年度＞

事業タイプ・類型 地方創生拠点整備タイプ 期間中の総事業費（カッコ内はR6年度事業費） 2,988,898千円（2,988,898千円）

目的（効果）

整備後40年以上が経過した茨城県植物園及び茨城県民の森について、元々の自然や植物が持つ非日常性のポテンシャルを最大
化するようリニューアルし、新たな時間消費・コト消費を提供する施設として、また茨城県央地域の一大観光拠点として、首都圏など広
域的な利用者の獲得と新規顧客層の取り込みを図ることで、地域の魅力向上と、利用者増加による地域の活性化を図り、地方創生
の実現を目指す。

具体的使途・
実施体制

※金額はR6年度事
業費

「緑に遊び、緑に包まれて眠る、日本初の泊まれる体験型植物園」をコンセプトとして、既存施設の改修に加え、園内に宿泊施設や飲
食施設、温浴施設等を新築するほか、ツリーアドベンチャーをはじめとした自然を活かしたアクティビティなどの自然に触れて学ぶことができ
るコンテンツを整備し、県内外の多様なニーズに応えるとともに利用者の増加を図る。

○実施設計・工事監理（269,500千円）
新築施設（エントランス、宿泊施設、レストラン、温浴施設等）、既存施設の改修（熱帯植物館、トイレ等）、付帯施設（アクティ
ビティ施設（ツリーアドベンチャー、芝すべり等）、造成・インフラ工事等）の設計及び施設整備に伴う工事の監理
＜委託費＞ 269,500千円 （委託先：柴・大山建築関連業務共同企業体）

○建設工事（2,719,398千円）
施設整備に伴う各種工事
＜委託費＞2,719,398千円 （委託先：秋山・秀建・浅川特定建設工事共同企業体）

R６年度第１回募集


